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sい11,1. f~j巧， rti ・：ll: ・：•JJ!:ia，ゼン
:lル，チベッ I・，布地， I.I本

4月15日

φ特ト・司，錦3次追放；107名の名争1.lf.{r
苑長。

。北朝鮮n在各幽外交代九金I]J克
也・社lの50蹴誕生日祝fi.戸別。

4月16日

令W2Jリ；1I 11・14人民代N.大会江I::l l!!I会
J民｜羽，~~。

。~／IJ少舟：1.:1，~＇i'，人民代六大会の決定
1.：必づき， ＇.｛ihl;i持11ヰ1w.f; n会話Hぞ
！”H~i訓 :j.:J品；｛..：任命。
。，＇＂司全｜凶人民代表大会 t.:I叶;I-る泊i
UHfo.kによると，制！？よ林l位I:,8 /,¥lj 
{1羽｜がIll／／市L.なかった0
・3悦1-t.~，革命，記念日に米11t 11~J仏
II ;f,:など 10~'.l./l刊の外相｜級J;J..1.: Ii')~ 

人企rn叫す・ゐと5t.-J＜.υ
4 ・月 17 日

·－＞」ヒ；；•：の lI lソ｛il:ij己主体if＇；，占終J＇どIv
令北点で十1-.in~，：.，延！ヨ50J,1,j 1，己;("L!念抑
止』
... u 

やyi.\l,14, チリ 1~1j凶政！仏外交関係樹

)'t:o 

サ〉’：；，＂／位協会 1i出｜脱会。金融機関，
えti絡会，i民fl!J;t空など討論の予定。

4月18日

φ峨幽 r（~工部， 1:1 帥共lrtl の｜：！！助JIU:
場建設計－闘合発表。
令』；~n唱の釈駄目代表部参・W(f，外崎
’nな訪れ， 1:1 本の枠1~1米rtい付けに
ついて協;i能。
令1:1;.i.；硫安協会，インド，パキス’ク

ンヘ代支をill るニとを決定，™金ぷ、
い以外のブJ法など打診のため。

・,ji¥八辿，m：機構常設i't-記j吊「Fl悼会
ぷJをJ（；慨。
4月19目

。『I＇国・ブルガリア，（） 2年広－文化協

4月 151:1 - 5月 14Iこ｜

JJI品;.i：に，凶l:IJo
令アジγ.，・ッサプ1q；会，北』jくで発

j止。
ウ111；政J(.f，ヒソレマ純前協J1tdm；並U
2UOOJjドルのりク11-iで。

4月20目

ψl’ゾjil,j凶経済1:'l品代点Flし今年j貨
のパ日夕－fl必にl到する議定mに剖
印。

。モンプJレ政府経済J；作班北京活。

令＼i:1/.IJt 5月umを'if（とJi:革命記念｜：！
と決定。

ゆ外務官， ピJレマとのf'l劫l血I.J7｝.とめ
てた 1::1：.延長した左充長。
令LI：；品：此！日郵政＇（！， ~Hfiアジア海氏
ケーフソレWI際会。詩作：.MH/nら車京で

PHくと発点。
n:,1,；一台北ー有地，日本一台北－
Vニラ，サイゴン， Uャカルクの2

繰り；n・i,!fiを具体化の子店。

4月21日

ふ，1 q,4 ri民地代長1:11（卜JU毛ー李総~p?.j

11=.i3~民）キ；L ーパ，Wi::JへO
ド！111,1総：1：会代夫1:11，ハノイヘu
マ f1,f_~~I! I凶大使，ニエレン・クンヵ・
ニーすJl己肱｜司m瀧片と会談。
令ソウルの学引：．反政府決起2J,','J{V.:?t.¥ 
念テPそ。

4月22B 

－ふ，，』共人民ft~大会代l~ciし北朝鮮
な誌）JlllJ。
。11・1陪｜屯子学会設立さるυ
ザ’111141ドl.:?Hiftl~1 Iiでレーニン誕~bit.\
念祝伎会。

4月23日

φ日本政府，インドι悦（｜組j足場と水
i-tセンターi泣i代以l却する協定に制
l;IJ。
φF! .,t,:の鉄鋼梁w，タイ拠地のjlj_；山
i抑:ff.131を10月以降｛、二派.illずるよとを
決定。

4月24日

.;・J1r:"I 
大し．己いると｛よ；えζ’。

z
a
z
－2－－＝－ 

-~ 日本の俳lt4;f~:i・（い什！·J- 交渉， tJ. 7J 
トン’（Jjl:航。

4月25日

令、，ミ包括でJ立llパルチザン倒立；m川1，ミ
8記念、．集会。

マ H 本政府の経m;J:tm』，州 I~ ，·、 Ill
Jc。
4月26日

φ新都社，対米！f告200!§1で， f米の
中i封鎖似犯に必ず懲HiiJと論評占
令ι11凶・；＼.λーパ今年・1立貿易議定書
J~',H=flo 
〈タゴヒi!QJH!下i記者｜日mu，抑r.!ilのジャーナ
リ久ト日lj!)l：をジ1，雌。
Jアジヲ， c巴，~~会品l~·l.f,J臼見！｝j（に「ア
ジア政協振興機関J のdi＇.扮／；，，，主~，.丘
・する二とを決定。

令ソ辿］：来代）H:J1MII4u11 本の技術
を，：＇：jく；wf1llio 
4月27日

合北Jl(・f1l1l1t ソj弘 ・ヒンゴ；t,' *11 
昨， ヅェトフ・J、;i-)J 1,.41.先ill輸店.n刷
会，iNIHHi~u
初日JP.!下・チェコ今fド／f£r,－クー｜高山
ii問l:fJ¥)

4月28日

今AA泌・m=礎，ド1，織の日本彼制支持
をjIi明u

4月30日

マ（，:t{l'・l1記’1，，；リ／5(_；化協定：J.!恥iif-i出i，・北
京で；，／J向I.,
。オドンネル米太平i-l：空:r:1r:nj令官，
H本にも核先備をした:r，~用機を配院
していると＂； ,i"明。二れにMし℃， ::r..:
I k1防才ft:t..}fii：の．れ19Jo

.S.月l日

争｛吟凶，』l(iil,jのI!品際入J；しをi以前し，
しtill付で製造するブJfd"を決定。
令 Fl ＊.·マラヤ介 1r·のブンブft）」 >Jl~会
l！ν－；； (i u に免~と発来。

5月2日

・〉ラメクl,J4i1> k'r'.r, 11111,1が~ {j~ft.:1二

(J.＋.去兵加をrf:u・t；ふI！.心うと，i1b3ゅ

I iラ
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.叫固，張前議・艮らを釈；肱。

5月3目

。中国・パキスタン同国政府，国境

問］Jillで会談を行なうことに同JJ；。。
.米の新台消｜的術司令官チャーJレ

ス・ネルソン海軍中将清任。

5月56

~中！蛍j科学者，ヨ’ヒ’の砂泌をゴ；U，＇』至to

5月7日

＋抑冨i政府，却l'.ill司令官朴林イ!lfi:I・『
将を解任。

令米国の輸入1nr1拠で在地の綿織物1[(
大な彬棒を受け．る。

。岡本政府，インドネシアとの米約

委託加工の交担J.:で征払いjりJIHJをイン
ドネシアの誕求の 11]!,l/:IJを認めるこ

とを決定。

5月8目

。ソ辿朝鮮，今年広文化.fl学協力
計図に調印。

5月9目

⑫広州見本市，取り引き活発。

⑫「タイ特別円」発効s

。グアテマラ， 日本品に対する差別

待辿を搬出。

5月10日

φ錦8lfflアジア氏肱反共大会，ソウ
Jレで聞かるc

φ日本メーカー7』上，斡｜到の過リン
磁石灰国保入札で5万2000トン落

tLo 
令日本，アラブ辿合と航空協定例印。

5月11日

4静香港の者i！薬会社合併交渉進む。現
在の危機に対する本絡的対策。

5月12日

.~母国，世Jヴェトナムに訴事断！日j却
を送る。

。ブルガリア・朝鮮文化協力計画制

:fJo 
4今日本政府， ピルマ経済協力推進の

ため，調査団派遣を決定合

5月13日

φ中ソ経法・科等技術協力議定書調
印c

~東富士で色i！背中の米t(.~3海兵隊，
11!1縄へ引き揚げ。

5月14日

令，1ヨ国外務省，インド年のチベジ卜

II6 

（え犯に対し，インドに抗議。

，.中医外交部，インド政府の中却j直

前交通協定突捗拒否で覚え由。

~肴港の米海軍辿絡担当者，対耐水
線機助［放が甲子継をH!泌すると；if.fる。
φ時i：日インドネシア大使，外務省を
訪れ， f:I本政府からの賠償引当借款

の実現を重ねて~望。

フィ日ピγ，タイ， l首・ 1ヒヴェ
トナム，ラオス， 労 Yポジア，

マラヤ，シシガボール，イソ ，：

ネシア，：Iヒボルネオ，サラワグ

4月15日

.グレス市j中央情報局長官を合む;)I(:

｜玄防総省~~回サイゴンに制活。

4月16日

令米，市ヅェトナムのメコン川デル

タi也哨にヘリコプター l個中｜放をj首

派。

。ヴェトナム人民事最高司令部，米

両級将校のサイゴン訪j}ljに抗議。

令市ヅェトナムで昨年のスト｜回数は

4000IHI以上に述す。

4月18日

令北グ品｜、ナム国民議会UHi白1会il.出
,mく。
4月 19日

令北ゲェトナム，来ソへ，米国の市

ヴェトナムに対する武力侵略をやめ

きせる措置をとることを要求。

~ラオス愛国l脱線党議長， ラオス人
民の反米闘争支持を｜世界の背年に~
日r'io
＋オランダ， I国イリアンへ兵品以）0
余人を鋭、舶輸送。

4月20日

今問イリアン解脱闘争に参加を志臥

した隠際議y'j'.111，ジャカルタへきIJ泊。

4月21日

..インドネシアの有-JJ紙ムJレデカ，
インドネシアはオランダとのv_gィリ
アン交渉を打ち切ると報道。

4月22日

令米大統制，ラオス国主にお簡を送

り，辿合政府樹立を強調。

〈診米国，タイ～ラオス｜笥焼にレーダ

一建設司
令スカルノ大統制，経済活動i詰尚司
令部の首脳を任命。

。インドネシアのマリク駄ソ大使，

Rgイリアン交渉で帰届lしていたが，
モスクヲに帰任した。

4月23日

ゆSET O，タイで1r1.iJ千抑制m始。
令インドネシア，食有st配給~；IJを史施。
令インドネシア外務守「＇，ジェトロに

対し， 9月に/HHm予定の見本市を中
Jiゴ・るとiffi告。

4月24目

③ラオス右派政府は，ナムタ京jy/(IJ 
拠点がパテト・ラオ・牢の手1j.1に落・む

たと発談。

~イギリス外務省は，スカルノ大統
領が5月イギリスを訪れる予定であ
ったが西イリアン情勢緊迫のため，

とり消したと発表。

4月26日

φ南グェトナム，~とがI甘グェトナム
海軍に＊艦2！主を追加l脱与したと発
表。

－φラオス'.irL引代表回訪ソの途中北京
に主i］活。

4月29日

③インドネシア政府，オラングの代

舶会祉の資産接収。

4月30日

③以前アジア迎合3WICタイ，マラ
ヤ，フィリピン〉，貿易拡大などをI.J
的として G委員会を発足させると発

表。

。スカルノ大統領，インドネシア共

産党大会で演説。

5月1日

φゲェトナム対外文化;!ll絡委員会議
長北京着。

5月2日

令SEAT 0'.ifD¥;/i引：」J会議liflく。東
南アジア軍事情勢を討議の予定。

~ラオス右派のノサパン国防tu，ソ
ウルに到着。

。スファヌボン殿下， 「プラウダ」

記者に米閣の反乱グループ支持と平

和解決妨容を非難す‘る税制を発表。

令タイ・ピルマ鉄：.aのマラヤ人犠牲
者団体，日本に補償提求。

令インドネシア， ;tランダへの石?ill
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f81山禁4：。
5月3日

⑤ラオス，プンウム政府軍の拠点ム

オンシン，パテト・ラオ寧の乎に落

ちたとfzミわるo
。プノンベンーシハノウクピレ鉄ill
完成。
令スパンドリオ外相らインドネシア

wm1弘司モスクワ到Ji.-o
5月4日

ヤSEAT O'.iTL:JHIJili¥J会議，＇I貨｜取を

J..J・；様。
今オランダ， l出イリアンへ；n三i'.k派
兵。

5月5日

令ヴェトナム・チ 4 ロ今~，q丘ずiM,1出
·~：；日淵印。
φオランダクト札し米のk1インドネシ
ア武￥.：E，ピ却を抑受信号
~メダンの米側：・1五舟＇fl’こインドネシア
．官年1700人が氷の核尖~？刊仰に抗
よ足。

5月6白

砂インドネシア，ジャカルタ！註なの

A P通信記者脅迫放。｜司記者のイン

ドネシア経済にi刻する記事が闘イリ
アン紛小におけるインドネシアの地

位を弱めたという:rm山で。
5月7日

令ラ泊・ス・プンウム政府，ナムタ!frt
i旦な(l{tl，出。
ゆ米凶抑省当局，ラオスのVJ'i良を硝：
"Ji：~；・る方策について英｜同と協，議’｜『で

あると常明。

5月8目

令マクナマラ米国防長官とレムニツ

アー統合参謀本部議長， l拘・グェトナ

ムを；j;lj問。

今ハノイで米凶防長官のサイゴン初

fillに反対して集会。
＜＞ソ連， インドネシプ， ii.＼：時供給協
定に湖l司lo

6月9日

φ米，－ラオス1ium解決－cソ辿に協:JJ
を製望。

令アンザス蕊取会，市グ .J:.トナム支

媛でー致。

ヤ英外務省，ソ辿がナムタに｜孟jμ，ま・Jf;::
視空きを派泣ずるとの英案を損容した

と発京－。

。カンボジアti!HfUll，カンボジア耳t
の南ヴ4 トナム侵入のデマ脅強く否

定。

~オランダ潜水艇と有Ii給船各 1 些，
ユューギユアに向う。

5月10日

令フィリピン大統liiL'.i；米下院が対比
i臨時補償法案を針決したことに対

し， Jfv:も不ホなできごとであると戸・
UFJ命先決。

令グェトナム人同市，米｜羽の問グェ

トナム武技｛＇.；；；： !E抗日l・p.!iiで凶際安へ抗議
:;!J~1i。 J
＇＜？ラオス：｜り川氏の ｝j!(,ill, ラ渇.；えl十J捕
で右派'ii(のー・却が反乱を起こし，変

Pfil（に参加lLたと搬泊。
。インドネシアll,cJ(.f，ソランスの~

ラング支持に抗議。

5月11日

③＊・ f＇官グェトナムで $iil1-'JI:抑制を
ill・jilij。
5月12目

。グェトナム・ブルガリア文化｜自力

計問調印。

<:>"1＇旬グェトナム政府，サイゴン北 ）j

に「死のj制作」を作るij'iU/ioこのj也
？！？のrl』ではすべての人間はゲリラと
みなされ退去しなければ射殺される

こ主になる。

φ米軍，メコン川で共産＇.ii（くいとめ
のための！切さ活発化。 SEATOの

がi剖後，タィ国政j(fの合訟の下に伐
っていたもの。

9ラオス全l;tii'.f[I~Ji:醤，ナムク l院は右

派が挑発したとヰ主張。

令米両官，フェイサイを放：来したラ

オス右派可fがタイm内にj船邑してい
ると語る。

令ラオス右派政！低非常事態を宣言。

φケネディ大統ft！，第7艇隊の空j手
機動部隊に東南アジアへ出動を命

令。ラオスの共産側の'.ilI!Jt攻勢に対

処するため。

5月13日

ゆタイ｜説'.ifi'.jlJl:j山i司令部， SEATO
?Litやl後列えっていk米市が無WJI民にタ
イに駐留することになったと発表。

令ラオスの米w.~1じ出i問問． 「ラオス
にrlヨ共Illがはいっている形跡はな
い」と；；詰る。

。ラオスmiRに附するソ辿回答，米
軍の右派援助をJIミ妹。

令米－~ill首，緊急会議を聞きラオニぇl:lJ
1副に関するソ辿の田容を協議。

5月 14日

③フィリピン大統f正し訪米廷j聞を決
定。

~ヴェトナム人民1{r，米艦船の南ヴ

ェトナム引き渡しを非難ロ

。プンウム・ラオ久首相一行，国府

rWl::Jo 
令ラオス，プーマ殿下，ノfリから帰

凶すること令決定。

φワシントンの米当局者，°＊－ソがラ
オスHll組で折簡をつづけているとi揺
る。

令ソill，ロパーツ馬i：ソ長大伎に，「ソ
述はいまなおラオ・ス中立政府の樹3.'7:
を希望｛しているJとの見解を鍛り巡
九
φインドネシアのダルル・イスラム，
大統制に発砲。大統制はj照明。

｜南アーJ
イン，ド，バキスタン，七イロン，

ピルマ，ネバール，ブータ γ

4月 15目

。ネパール問主，国家主lt設で同民に
嬰望，京凶1’Uill道路の重要i~l：を強調。

4月16日

φ米， 3起がセイ nン政府の外！耳石れ1,
の控J院にw力。
令マへンドラ・ネパール岡王訪問l。
ネパール・インド関係の改普につい

て協議するのが目的。

4月17日

φネパール政J(.f，インド政府にネパ
ーJレ反民肱主義者の活動阻止を要

求。

4月19日

夕ピルマ政J(.f，米民間段助機関の活

動抑止を命令。

4月20日

ゆネーJレ'!Yr刷，マヘンドラ｜主l:Eと会

’決。

4月21B 

（診 ピルマ革命~，英国の契学金品十回
のドllJ!二を要求。

4月23日

令インド政府，チベット新協定にl兇

IJ. 7 
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し，中共撤兵が先決と回特。

..ネ－）レ・マヘンドラ共同戸明を発

表。

4月24日

φネール首相は核f品~有聞に対し，少
なくともヲュネ｛ブ交渉終了までは

技突l投を再開しないよう訴えた。
。ネパール陸iニI.:.，ネ戸Jレ首相との会
。演を終わり，イン 1：カ》ら出11114。

4月27日

φセイロン政！日，．米・英など外凶1::
ill!企業を肢収。

4月28日

⑩セイロン石油会事l：発Ji。

4月29日

今インド共産党役以改選。新委員長

にグンゲ氏を巡fllo

5月3日

φネーJレ首相，北ラダクから撤兵を
求めた中間側の通告を抗存すると託n
説。

5月6日

令セイロンでインドネシア人民の制

{ftを支持する集会1mく。
5月7日

令イン j.t，ラダクリシュナンj:（：；を大

統悦に，フセイン氏を"Mil大統制に.ii!!
/Ho 

5月9目

φ米，インドのソ述製ij批削除l胤入と
i製造の方針決定に対L，拍t凪をLtlし
入れ。

ゆセイロン，外岡石illt貯蔵所を接収0
・.ネ・ウイン‘ピルマ首相， ピルγ

の左派政党に対し「社会主義的民主

主義」に荻づき新国家を建設する決

意を去明。

5月 J1白

令米上院外交安，対印佐助を25%削

減することを決定。

アフカ’ニス ;ty，イラン，イラ

グ，サウジアラビア，レパノ γ，

ヨル〆γ，イスラエ1v,・ンリア，

.... ~・ーレン， ク品一 I・' ')Jク｛／：，

4月16日
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φアフガニスタン首相，第2次5カ
年号｜・画を発表。

<vシリア，アハマド、パシール・エ
ル・アズマ氏り組問jが終り，新内!Ml
成立。

4月25日

φイラク政府，阿国！Jl:tfの八木大伎
の退去を~求。日本がクエ｛トの駐

日大使の信任状を受理したため。

4月28日

令イラクの新11¥H-J:,Fl A；などクエー
トと外交関係を樹立した国：こ経済的

紘艇を加えること合Jl.{求。

4月 16日

φカイロやタンガユーブJ，ソマリア，
fHア弁地で「アソリカ自由デーJを
祝う。

4月19目

。アフリカのベルギーi品；－£統治色：i）レ
アングウJレンジ， 7月1日に2聞に

わかれて独立することに決定。

4月20目

。仏1ft，サラン元将軍を述lino

4月22日

＼｝アラブ迎合，ユーゴとともに中立

！胡経許会諮問艇を検討。

4月25日

φチェコ・テュニジプ貿易協定調印。

4月27日

令11』央アフリカ述邦，総選挙を突地o
オtu－デシア独立に反対するウエレ
ンスキー中央アフリカ述邦首相が｛iii'
任を｜官！うため。

4月29自

φガーナ政f{;f':}Iと系貿易商社接収。

5月6日

OAS による1創生，（i；•；！脆いらい1000

人に。

5月9自

今ケニヤ，カメラ．ラジオなどの輸

入税引きtげを予定。
5月12日

。アルジエリア｜削除政府に近い筋

lC.よれば， アJレジエリア国民・投票を

7月1日に随行する見込みだといわ

れる。

。フランス・と西アフリカ 6力国，新

通1-'t協力協定に調印。この協定は凶
アフリカ中央銀行の設立などを内容

としている。

の 他

4月16目

ゆ米国下院外交番・， tm京可t:h股i山の
内わけを発表。怖1・Ii)がその3分の l
を占め， li.~Jff と出ヴェトナムがこれ
につく二

令ソ述ォ：渠rm1・4::i':WJal・両を超過
述成。

4月18目

。カストロf1i・』tJ.II削除 1J,',1年記念の
論文発表。

4月20目

。力ストロ首相，アメり 1Jのキュ】

パ再伝略の危険性に腎成を呼びかけ

る。

4月21目

。英紙デイリー・ヘラJレ1：，イギリ

スとフランスの飛行機会社が中共へ

航空隙先り込みのうど捗をしていると

報道。

4月24日

令ウ・タントl'4述私的総i七・核災M!
の， 1 ，止をiJ~えるu

5月1目

。同長liのAA51；力｜叫グループ代夫，
次期国主li総会議長にアジア人吉巡l11 
するため努力することをrpし合わせ
る。

5月4日

令ソ連， ~.:i. ネープ平紡妥で，イン
ドの削減案合支持。

5月6日

〈》モスクワで「ブラウダー｜創刊50周
年祝賀会。

5月8日

・0アンザス Jlll•Jj'.会~ilHHv

5月 12日

令ユーゴ政府スポークスマン， 1m発
途上の諸国の経済会識が7月カイロ

で!JHかれると語る。


